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玉名市まちなか未来プロジェクト賑わいのまちづくり地域交流活性化支援業務委託 

仕様書 
 

第１章  総 則 

 
（適用の範囲） 
第1条 本仕様書（以下「仕様書」という。）は、玉名市（以下「委託者」という。）が受託者に委託

する「玉名市まちなか未来プロジェクト賑わいのまちづくり地域交流活性化支援業務委託」（以下
「本業務」という。）について適用するものとする。 

 
（目的） 
第2条 本市では、少子高齢化による人口減少により玉名市中心部でも空き家・空き店舗が増加し、賑

わいが失われてきていることから、JR玉名駅や1300年の歴史を誇る玉名温泉、国指定史跡である高瀬
御蔵跡・高瀬船着場跡などの地域資源や特性を活かし、人を呼び込む「賑わいのまちづくり」を推進
するため、令和5年度に「玉名市まちなか未来プロジェクト」を立ち上げ、令和6年度にグランドデザ
イン（全体構想）を策定することとしている。 

本業務は、グランドデザイン策定後の官⺠連携によるまちづくりを円滑に進めるため、市中心部の公
共空間を利用した社会実験事業を実施するとともに、玉名市の魅⼒を積極的に情報発信する等、官⺠連
携によるまちづくりの機運を醸成し、まちなかの更なる活性化を促進することを目的とする。 

なお、本業務は熊本県の令和 6 年度（2024 年度）地域づくり夢チャレンジ推進補助金を活用して実
施するものである。 

 
（業務の区域） 
第3条 玉名市一円 
 
（業務委託期間） 
第4条 委託契約締結の日から令和7年2月21日（金）までとする。 
 
（準拠する法令） 
第5条 本業務は、本仕様書に定めるもののほか、次の各号に定める関連法令等に準拠して実施しなけ

ればならない。 
 測量法（昭和24年法律第188号、最終改正：令和4年法律第68号） 
 測量法施行令（昭和24年政令第322号、最終改正：令和元年政令第183号） 
 測量法施行規則（昭和24年建設省令第16号、最終改正：令和5年国土交通省令第71号） 
 都市計画法（昭和43年法律第100号、最終改正：令和5年法律第55号） 
 都市計画法施行令（昭和44年政令第158号、最終改正：令和5年政令第304号） 
 都市計画法施行規則（昭和44年建設省令第49号、最終改正：令和6年国土交通省令第6号） 
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 玉名市公共工事業務委託契約約款（令和2年4月8日 告示第66号） 
 玉名市財務規則（平成17年10月3日 規則第39号） 
 その他関係法令及び諸規則 

 
（提出書類） 
第6条 受託者は、本業務の実施に当たり、契約書等に定めるもののほか、下記の書類を速やかに提出

し、委託者の承諾を得るものとする。 
 着手届 
 管理技術者等通知書（経歴書・資格証の写し、直接雇用を証明する書類） 
 業務工程表 
 業務計画書 
 その他委託者が指示する書類 

 
（配置予定技術者） 
第7条 本業務を担当する受託者の選任する配置予定技術者は、本業務の意図や目的を十分に理解した

上で、市⺠参加型の空き家等利活用及びまちづくり交流イベントの企画運営に必要となる十分な実務
経験を有した技術者を配置するものとする。 

 
（業務の遂行） 
第8条 受託者は、委託者の意図を十分に理解し、業務工程表に沿って本業務を行い、委託者と打合せ

を十分行うとともに、綿密な連携を保ち作業を行うものとする。また、本仕様書に記載していない事
項であっても、技術上必要と認められるものについては、委託者と協議し補充するものとする。 

 
（資料貸与） 
第9条 本業務実施に当たり、委託者が必要と認める資料等については受託者に貸与し、若しくは閲覧

させるものとする。受託者は、貸与資料等の保管管理については、その取扱いに十分注意するものと
する。また、亡失、破損等が生じた場合は、受託者の負担において速やかに弁償し、若しくは修復し
なければならない。 

 
（打合せ協議） 
第10条 本業務を適正かつ円滑に実施するため、委託者と受託者は常に密接な連絡をとり、業務の方針

及び条件等の疑義を正すものとし、その内容についてはその都度受託者が書面（打合せ記録簿）に記
録し、相互に確認するものとする。 

2 前項の打合せ協議は、オンライン会議も可とする。 
 

（秘密の保持） 
第11条 受託者は、本業務遂行中に知り得た各種事項については、これを第三者に漏らしてはならな

い。 
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（損害賠償） 
第12条 受託者は、本業務遂行中は安全に留意し、交通の妨害又は公衆に迷惑を生じないよう配慮するも

のとする。本業務遂行中に受託者が委託者及び第三者に損害を与えた場合は、発生原因、経過、被害等
の状況を委託者に速やかに報告し、受託者の責任において処理解決するものとし、これに係る費用は全
て受託者の負担とする。ただし、受託者の瑕疵が認められない場合は、この限りではない。 

 
（成果品の帰属） 
第13条 受託者は、本業務における成果品の全てを委託者に帰属するものであり、委託者の承諾を受け

ずに複製、他に公表、貸与してはならない。 
2 前項の成果品のうち、受託者又は第三者に帰属する著作物については、委託者は非独占的使用権を

有するものとする。 
 
（検査及び瑕疵） 
第14条 本業務委託成果の納品に当たって、受託者は次に定める事項に対応しなければならない。 

 完了検査を受ける際は、事前に関係書類を提出の上、速やかに検査を受けること 
 前号の検査に合格しない場合には、委託者が指定する期間内に問題箇所の修正を行い、再検査

を受けること。 
 
（一括再委託の禁止） 
第15条 受託者は、委託の履行に際し本委託業務の全部又は主要部分を一括して第三者に委託（以下

「再委託」という。）をすることはできない。ただし、あらかじめ書面により委託者の承諾を得たと
きは、この限りではない。 

2 前項ただし書の規定による承諾があった場合は、契約書の各条項又は仕様書に定める事項については、
受託者と同様に再委託先においても遵守するものとし、再委託先がこれを遵守することに関して、受託
者は一切の責任を負うものとする。 
 

（情報保護） 
第16条 受託者は、本業務を履行する上で、委託者の情報資産を取り扱うことから、情報資産の漏えい

対策を行わなければならない。 
 
（その他） 
第17条 本仕様書に記載のない詳細な項目、内容等については、プロポーザルにおける受託者の企画提

案書及び委託者と受託者の協議により決定し実施する。 
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第２章  業務内容 

 
（業務概要） 
第18条 本業務の概要は、次のとおりとする。 

 公共空間を利活用する社会実験事業 
 アドバイザー講演企画運営 
 まちなか魅⼒発信プロモーション 

 

（公共空間を利活用する社会実験事業） 
第19条 公共空間を利活用する社会実験事業は、以下の3事業を行うものとする。 
（1） 「市⺠参加によるＤＩＹワークショップの実施」 

    ア 内  容 机・椅子などを作製・設置する「ＤＩＹワークショップ」の企画・運営・開催 
   イ 場  所 JR 玉名駅前広場・市道・公園等 
  ウ 実施回数 業務委託期間内に 2 回 
  エ そ の 他 ・実施にあたっては、地域住⺠・学生・商店街等へ働きかけ参加を促すこと。 
 
（2） 「公共空間を利用した市⺠イベントへの支援」 

ア 内  容 市⺠団体等が公共空間を利用して開催するイベントに必要な機材類の購入、貸出、
及び貸出制度の周知。 

イ 場  所 指定なし 
  ウ そ の 他 ・機材類の管理については、委託者が指定する備品台帳に追加整備し、機材に備品シ

ールを張り付け、委託者が指定する場所に保管する。 
・想定しているイベントの内容及び実施回数は【別表①】のとおりとする。 
・機材類の規格及び数量は【別表②】のとおりとする。なお、メーカーを明記して 

いるが、同等品以上であれば、メーカーは問わない。なお、これらの機材類につ
いては、委託業務完了時に市へ引き渡すものとする。 

・ 機材類を円滑に管理・貸出するため玉名市役所敷地内に倉庫を設置し、出し入れし
やすい収納棚等配置すること。倉庫の規格については【図面①】のとおりとし、同
等品以上であればメーカー及び新品・中古品は問わない。配置は【図面②】を参照
すること。 

 

【別表①：想定しているイベントの内容及び実施回数】 
予定場所 実施予定時期 予定回数 

JR 玉名駅前広場イベント 11 月から 1 月 1 回 
玉名市市道（歩道部：高瀬・裏川地区） 11 月から 1 月 1 回 
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【別表②：機材類の規格及び数量】 

名称 規格 数量 単位 

プロジェクター 
エプソン プロジェクター EH-LS300W 
（スクリーン解像度）Full HD （明るさ）3,600 ㏐ 

1 台 

スクリーン エプソン 携帯型ロールスクリーン ELPSC29 100 型 1 台 
ポータブル電源 FOOSSiBOT F2400 ポータブル電源 容量 2048Wh 2 基 

机 
LOGOS Old Wooden 丸洗いﾀﾞｲﾆﾝｸﾞﾃｰﾌﾞﾙ Ｗ1,200×Ｄ600×Ｈ
350〜670 

2 台 

イス LOGOS ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙｱｯｾﾑﾁｪｱ Ｗ635×Ｄ560×Ｈ630（座面 260） 10 脚 
 

（3）「アンケート調査の実施」 

 ア 内  容 (1)(2)で想定しているワークショップ及び市⺠団体イベント等における、来訪者の満⾜

度等を把握するアンケート調査の調査内容、実施方法や集計方法を提案すること。ま

た、アンケート結果を踏まえ、公共空間を利活用したまちづくりの促進に向けて課題整

理をすること。 

 イ そ の 他 実施回数はワークショップで２回、市⺠団体イベントで２回以上とする。 

 
（アドバイザー講演企画運営） 
第20条 空き家等の利活用や賑わいのまちづくりに繋がるアドバイザー講演等の企画運営を次のとおり

行うものとする。 
(1)アドバイザー講演等の周知等に関しては、委託者と協⼒して行うものとする。想定される開催場所
及び回数は【別表④：アドバイザー講演概要】のとおりとする。また、場所と回数については、関係
機関等との協議により変更となる場合がある。ただし、合計回数（5回）に変更はない。 

なお、アドバイザー講演費用には、講師の謝金・旅費を含むこととし、旅費には宿泊費は認められ
るが、飲食に要する経費は認められない。夕食代・朝食代等を抜いた「素泊まり」の費用を計上する
こと。 
 

【別表④：アドバイザー講演概要】 
名称 開催場所 回数・期間 

空き家まちづくりセミナー及び地域交流会 ＪＲ玉名駅 他 3 回 

まちづくり講演会 玉名市⺠会館 他 2 回 

合計  5 回 

上記 講師謝金及び旅費 期間 8 ヶ月（7 月〜2 月）  5 回 

上記 運営費（ワークショップ分含む）  7 か月 

 

（2）「アンケート調査の実施」 

 ア 内  容 出席者の満⾜度等を把握するアンケート調査の調査内容、実施方法や集計方法を提案
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すること。また、アンケート結果を踏まえ、官⺠連携によるまちづくりを円滑に進める

ための課題提案をすること。 

 イ そ の 他 実施回数は5回とする。 
 
（まちなか魅⼒発信プロモーション） 
第21条 本業務のワークショップやセミナー等を、写真や動画で記録撮影、分かりやすく編集し、これ

らをSNS・市ホームページ・デジタルサイネージ等の情報ツールを活用して、市内外に情報を発信す
るものとする。回数や内容については、関係機関等との協議により変更となる場合があるが、本業務
ワークショップ1回、アドバイザー講演1回。計2回を想定。 
   

（広報チラシデザイン製作） 
第22条 本業務ワークショップ及びセミナー開催時のPRチラシの製作を行い情報発信するものとする。

委託期間中に行う事業や講演で利用できるよう汎用性の高いものにすること。回数や内容について
は、関係機関等との協議により変更となる場合があるが、本業務ワークショップ1種類、アドバイザー
講演1種類。計2種類を想定。 
 

（業務報告書の作成） 
第23条 業務報告書として、各業務の活動実績及び関係資料、写真等を取りまとめて作成し報告するこ

と。 
 

（成果品） 
第24条 本業務の成果品は、以下のとおりとする。 

 

【別表⑤：成果品一覧】 

No. 成果品 数量 単位 
1 業務報告書 1 式 
2 購入備品、備品台帳及び写真 1 式 
3 倉庫図面及び写真 1 式 

4 
広報チラシデザイン 
（PDF・JPEG・PPT等汎用性の高い電子データ） 

1 式 

5 アンケート及び集計結果 1 式 
6 打合せ記録簿 1 式 
7 その他受託者発注者協議の上必要とする資料 1 式 

 
（納品場所） 
第25条 成果品納入場所は、玉名市建設部都市整備課とする。 
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（その他） 
第26条 本仕様書に記載のない詳細な項目、内容等については、プロポーザルにおける受託者の企画提

案書及び委託者と受託者の協議により決定し実施する。 
 
 
 



図
面
①



※設置については、設置前に、監督員と協議すること。

倉庫配置図         図面②

設置箇所


